
　2011（平成23）年３月11日午後２時46分、東日
本を中心に襲ったマグニチュード9.0の巨大地震「東
北地方太平洋沖地震」。浦安市では最大震度５強を観
測し、おおよそ６分間にわたり、激しい縦揺れのあと
大きな横揺れが続きました。
　市域の４分の３が埋め立て地である浦安市は、この
長く大きな横揺れにより、埋め立てで誕生した土地の
至る所で、液状化現象によって甚大な被害が発生。私
たちの美しいまちは一転、泥水にまみれ、当たり前の
日常が奪われてしまいました。
　あれから間もなく10年が経ちます。今回は、いつ
発生するかわからない巨大地震に備えて、この10年
を振り返りながら、浦安市の震災からの復興の軌跡を
紹介します。

人が輝き躍動するまち・浦安

　東日本大震災発生から10年。お亡くなりになられた方のご冥福をお祈
りするとともに、今なお、全国で避難生活を送られている約４万2000人
の方々が、一日でも早くふるさとでの日常を取り戻せることを願っており
ます。
　東日本大震災では、本市も液状化により大きな被害を受けました。震災
直後から、市民の皆様や多くの関係機関のご協力をいただき、これまで
10年間、復旧・復興の道を歩んでまいりました。ご尽力いただきました
皆様に、改めて感謝を申し上げます。
　しかし、復興への取り組みはまだ終わってはいません。現在、震災で動
いた土地の境界を確定する地籍調査事業を進める一方、緊急輸送路となる
幹線道路の液状化対策工事や電線地中化工事など、災害に強いまちづくり
のための事業は、これからも進めていかなければなりません。
　また、液状化への備えは、今後も取り組んでいかなければならない課題
であり、２月10日、国土交通省副大臣に、既存住宅地の液状化対策工法
の技術開発について直接要望を行ったところです。

　さらに、新型コロナウイルス感染症の大流行という今までに経験したこ
とのない事態に遭遇したことで、これまでの震災対策についての見直しも
必要になりました。
　特に、避難所運営については、安全であるということに加え、徹底した
感染症対策を行うことが必要不可欠となり、密集空間を作らないことや、
プライバシーの確保、避難時のストレスの軽減など、あらゆる視点から避
難所運営を考えていかなければなりません。
　コロナ禍において災害が発生した際に、市民の皆様が安心して避難でき
る体制づくりとして、マスクや消毒液などの備蓄を進めるとともに、防
疫・消毒活動、段ボールベッド、間仕切りなどの供給などに関し、関連団
体などと災害協定を締結しています。
　災害はいつ発生するかわかりません。コロナ禍で発災しても、安心して
安全に避難できるための取り組みを引き続き進めてまいります。

浦安市長 内田 悦嗣

東日本大震災から10年　　被災を礎に安全・安心な避難体制を

発行／浦安市
所在／ 〒279-8501 千葉県浦安市
　　　猫実一丁目１番１号
編集／企画部広聴広報課
☎047・351・1111（代表）
http://www.city.urayasu.lg.jp

主 な 内 容No.1165 2021 年（令和３年）３月１日発行
あの日を忘れない 東日本大震災２・３面

浦安市パートナーシップ宣言制度 11面
千葉県知事選挙・浦安市長選挙の投票日 12面

原付バイクや軽自動車の廃車な
どの手続き　ほか 10面

各記事に掲載している を、市ホームページ上の「広報ページID検索」に入力すると、該当ページが出ます。これにより、記事を探す手間を省けます



　ひとたび大規模な災害が発生したときに、被害の拡大を防ぐために
は、国や都道府県、市町村の対応（公助）だけでは限界があり、自分
の身を自分の努力によって守る（自助）とともに、ふだんから顔を合

わせている近隣や地域の人々が集まって、互いに協力し合いながら、
防災活動に組織的に取り組むこと（共助）が必要です。

　震災からの教訓を生の声として残すべく、当時の幹部職員や現場作業に
携わった職員、関係団体の方から、発災時の対応や復旧の状況などを聞き
取った、映像と文書による記録「浦安市における東日本大震災の記録～発
災から復旧までの証言～」を制作しました。

　映像はYouTubeの市公式チャンネルと、デジタルアーカイブサイト
「浦安震災アーカイブ」http://urayasu-shinsai-archive.city.urayasu.
lg.jpで公開します。文書資料と、映像を記録したＤＶＤは、中央図書館
と各分館で貸し出しを行います。　※公開は３月下旬を予定

【問】中央図書館 ☎352・4646

による記録を映 像 文 書 で公開「浦安震災アーカイブ」

の方に聞きました当時について

災害時における市の広報
■ 市公式ホームページ
　 http://www.city.urayasu.lg.jp/

■ 市公式Twitter
　 @urayasu_koho

市公式Twitter

　浦安市は市域の４分の３に及ぶ範囲で地盤の
液状化現象が発生し、市民生活に大きな影響を
与えました。国内で発生した数々の大地震にお
いても、液状化現象は認識されていましたが、
公共施設や9000棟以上もの住家などの建物が

液状化対策

復興への歩み

　市では、液状化現象により、9.85km²（約
１万3000筆）の土地の境界が不明確となって
います。土地の境界が不明確のままだと、土地
の売買や相続、家屋の建て替えなどの際に土地
をめぐる問題が生じることが予想されます。
　土地の境界は、本来であれば、土地所有者自
身で隣接する土地所有者と話し合って明確にし
ていく必要があります。しかし、浦安市の現状
では、液状化現象により、境界が広範囲かつ複
雑に移動しているため、土地所有者同士で境界

を明確にすることが非常に難しい状況です。そ
のため、市では地籍調査という手法を用いて、
土地の境界を明確にする事業を実施していま
す。実施にあたり、民有地の土地登記簿上の面
積を確保すること、従前の建築要件を満たすこ
となどの方針を定めています。その方針のもと
境界復元案を作成し、土地所有者全員と個別に
現地立ち会いを行ったうえで、境界復元案に対
する意向確認（同意・不同意）を行っています。
　地籍調査事業によって登記の更新が完了した

境界の確定 地籍調査課 ☎712・6584問

　下水道施設についても大きな被害が発生し、
マンホールの浮上や管の破損のほか、液状化し

下水道 下水道課 ☎712・6504問

た噴砂が管に流れ込んだことによる閉塞などの
被害が生じ、約１万2000世帯を対象に下水道
使用制限を実施せざるを得ませんでした。
　圧力により供給する水道やガスとは違い、下
水道は上流から下流へ自然に流下させることか
ら、被害のあった管の復旧には多くの時間を要
しました。
　県や東京都、近隣自治体、コンサルタントな
どの協力を得ながら、破損した下水道施設は、
約１カ月後の４月15日に応急仮復旧が完了。
下水道使用制限は解除されました。

　今後、南海トラフ地震や首都直下地震の発生
が高い確率で想定されていることから、現在、
下水道施設の耐震化に取り組み、施設の強化を
図っています。

　２月10日、国土交通省・復興庁・千葉県に対し、既成の市街地における液状化対策に
ついての要望書を提出しました。
　国土交通省で大西副大臣を訪問した市長は、「浦安市にとって、既成の市街地における
液状化対策は重要な課題であり、今後、さまざまな検討を進めていくうえで、国の支援や
民間における技術革新は欠かせないものです」と話し、今後も国が主体となって、官民連
携による液状化対策技術の研究開発を促進するよう、要望しました。

要望書を提出しました 道路整備課 ☎712・6571問

損傷し、ライフラインが寸断されるといった広
範囲にわたる甚大な被害は、過去に類を見ない
規模でした。
　当時、国の被災者生活再建支援制度は、液状
化による建物の傾斜や沈下などに着目した基準
はなかったため、他自治体とともに、住家被害
認定基準の見直しについて国に要望したとこ
ろ、基準が緩和され、多くの家屋が「一部損
壊」やそれ以上の被災認定を受けられるように
なり、さまざまな支援も受けられるようになり
ました。
　また、液状化対策の技術も十分に確立されて
いなかったので、将来想定される被害の軽減
や、早期復旧を目的とした調査・検討を、国や
県に先駆けて取り組みました。
　平成23年度の「浦安市液状化対策技術検討
調査委員会」では、液状化被害状況や地盤特性
の相互関係の取りまとめ、液状化対策工法の分
類・整理を行い、平成24年度の「液状化対策
実現可能性技術検討委員会」では、戸建て住宅

地を対象とした液状化
対策工法の効果や事業
リスクについて、実証
実験も行いながら評価
しました。
　その後、国の復興交
付金制度を活用して、
緊急輸送路である幹線
道路やその地下に埋設
された下水道管きょ、
避難所となる市立中学
校の校庭などの公共施
設を対象に、液状化対
策などを実施しました。また、道路と宅地の一
体的な液状化対策については、多くの市民と
対話しながら、市内16地区において検討を進
め、住民負担が伴う難しい事業でしたが、最終
的に市内の一部の地区で工事を実施しました。
　現在は、社会資本整備総合交付金などを活用
して、幹線道路の液状化対策を進めています。

入船中央エステート自治会防災部長　小林恭一さん

液状化で一変したまち

次の地震への備え

噴砂の処理とボランティア
　液状化で出た土砂は、団地内は自分たちで片付けなければなりま
せん。居住者が自発的に参加してくれましたし、元町や県外の若い
方がボランティアとして来てくれたのには感激しましたが、土砂は
とても重く、土のう袋を乗せたリヤカーがパンクするほど。多くの
人が協力して作業するにはそれなりのノウハウも必要で、初めは失
敗ばかりでしたが、１週間後の土日には作業方法を改善して、何と
か片付けを終えることができました。

情報共有の大切さ

　震災当日は都内にいたので自宅に帰ることができず、翌朝、始発
で浦安まで帰宅しました。一夜明けた浦安の新市街は、液状化で電
柱などが傾き、噴き出た土砂が乾いて妙にほこりっぽく、まさに「被
災地」だと思いました。自宅のある団地では、水とガスが使えず、下
水も満足に流せず、土砂があふれ、何とかしたいと思いながらも、皆
混乱していました。そこで、自主防災組織と自治会、管理組合で合同
災害対策本部を立ち上げ、皆でホワイトボードにやらなければいけな
いことを書き出しました。その中で優先順位をつけ、担当を決め、次
の打ち合わせ時間を決め、一斉に作業にとりかかりました。

　下水管に詳しい居住者に調査してもらい、水が十分流せるまで固
形物は流さないことにしたので、市と相談し、大便は簡易便袋やポ
リ袋に入れてベランダに保管し、ごみと一緒に回収してもらうこと
にしました。重要な情報はほかにも多く、それらをどうやって伝え
るかも問題でした。そこで、「お知らせ」を印刷して、各戸に配布
したり、本部前に設置した立て看板に貼り付けたりしました。

　大切なのは備蓄です。東日本大震災では近隣から支援を受けられ
ましたが、首都直下地震ではそうはいきません。水と食料と簡易便
袋は１週間分では足りないと思います。停電も必ず起きます。簡易
ガスコンロとガスボンベ、乾電池は必須です。照明のほか、最近で
は、情報を得るスマートフォンの充電なども必要です。家庭でも、
大容量蓄電池と太陽光パネルなどを準備しておくと、安全性が高く
燃料の補充も不要なのでお勧めです。備蓄のあることが、被災後の
安心につながると思います。

に聞きました当時について元元元元元元
当時 浦安市 危機管理監 ／ 現 四街道市 危機管理監　澤畠博さん

　自衛官という危機管理の仕事に長年就いて
いたこともあり、地震が発生して間もなく市
長に災害対策本部設置の進言をしました。本
部が設置されると、ものすごい勢いで情報が

集まってきます。一番の関心事は、人命に関
わる被害が発生しているのかどうかというこ
とでしたが、その情報はほとんど入ってこな
かったので、少し安心しました。ただ、イン
フラに関する被害情報があまりにも多かった
ので、地域防災計画に基づき、やるべきこと
を速やかに指示しました。
　もともと私は浦安市の危機管理監になると
きから、市の防災上の弱点について考えてい
て、液状化現象により断水が起こるだろうと
いうことは想定していました。市役所だけで
やれることには限りがあるため、給水に関し
てすぐに、「自衛隊を使うべきだ」と進言し
ました。相当早い動きで自衛隊の支援体制が
整ったことは、有事の際の対応を事前に考え
られていたからこそだったと思います。
　最も課題が多かったと感じた点は、市民の

ニーズへの対応です。震災後、市の情報発信
への期待や要望が極めて大きかったように思
いますが、市民に必要な情報をいかに伝える
のかということは、これからも大きな課題で
あると考えています。
　被災してから少し日が経ってくると、「が
んばろう浦安」「浦安の絆」という言葉が市
内に広がり、市民の皆さんが浦安市を応援し
てくれている感覚になりました。そのことは
とても印象に残っていて、今でも浦安市は誇
れるまちだと思っています。
　災害を乗り越えるためには、自助、共助と
の連携が前提です。災害は必ずまた起こると
いう認識を持って、震災を風化させず、教訓
を引き継いでいってほしいと思います。

① 右記の二次元コード、または reg@isdmail.city.urayasu.
chiba.jpへ空メールを送信
② mailinfo@isdmail.city.urayasu.chiba.jpから送られてくる
メールを開き、ＵＲＬを選択
③ 受信したい情報を選択して登録

登
録
方
法

■ 重要なお知らせメールサービス
　  　登録したメールアドレスに市からお知らせが届きます。

当時の災害対策本部

場合、土地の境界をめぐる紛争を未然に防止で
きることや、災害復旧活動へ迅速に取りかかる
ことが可能になるなどのメリットがあります。
　震災から10年を経た現在も、地籍調査事業
は続いています。引き続き、皆さんのご理解・
ご協力をお願いします。事業説明動画の配信
や、パンフレッ
トの配布も行っ
ていますので、
詳しくは、お問
い合わせくださ
い。
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